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　最近では「ボランタリー」という用語も耳になじんできましたが、条例やイベントにこの言葉を使ったのは兵庫県が
最初です。しかし、ボランタリーには2つの意味があることは、あまり意識されていません。第1は、「自発的な」（他人
の意思ではなく自分で決めるという意味で、自ら進んでする個人がボランティアです。第２は、「自主的な」（政府に頼
らず自分たちでやる）という意味で、教会が国家の支配や援助から独立する過程で形成されたといわれ、現代のNPO
はこの流れを汲んでいます。 
　しかし、前者から「無償の」、後者から「民間公益」の活動という意味が加わったため、今日の「ボランタリー」活動に
はもっと幅広い内容が含まれることになりました。たとえば町内会やPTAの活動はコミュニティ・サービスというべき
ですが、無償で民間公益的な活動なのでボランタリー活動として扱われています。しかし全員加盟の原則や、行政の
補佐的業務は、本来の意味からずれていることに注意する必要があります。 
　もっとも、こうした組織原理や活動領域の違いを越えて、社会共通の利益を実現するために個人や団体が協力する
枠組みが国際的にも地域的にも求められています。異質なものの衝突やせめぎあいによって新しい価値を生み出す
のが「協働」（コラボレーション）の本質ですが、今、さまざまな分野で思いがけない協働の成果が芽生えています。今
号では、こうした試みに注目して特集することにしました。 

地域で広がるボランタリー活動団体の 
協働推進に向けて 
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ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
の
多
様
化
と
同
時
に
、

協
働
の
相
手
先
や
協
働
の
ス
タ
イ
ル
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
本

紙
の「
広
が
れ
!
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」コ
ー
ナ
ー
で
も
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。 

た
と
え
ば
県
内
の
動
き
に
つ
い
て
は
”総
合

的
な
学
習
の
時
間
等
の
枠
組
み
を
利
用
し

た
小
学
校
と
環
境
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
グ
ル
ー
プ

の
連
携
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
“、”商

店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
N
P
O
が

す
す
め
る
住
民
参
加
型
の
身
近
な
交
流
拠

点
づ
く
り
“、
”地
域
に
開
か
れ
た
施
設
づ

く
り
や
小
地
域
福
祉
活
動
の
拠
点
・
展
開

の
場
づ
く
り
を
進
め
る
施
設
と
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
協
働
“、”国
際
協
力

団
体
と
の
連
携
で
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
と

地
域
社
会
と
の
間
を
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
つ
な
ぐ
取
り
組
み
“な
ど
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。 

　
協
働
の
ス
タ
イ
ル
も
、
お
互
い
よ
く
知
っ

て
い
る
団
体
同
士
の
連
携
か
ら
、「
こ
の
指
と

ま
れ
」
式
で
多
く
の
団
体
が
集
ま
る
実
行
委

員
会
形
式
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
た
だ
、
共

通
の
目
標
を
定
め
、
単
独
で
は
成
果
が
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
や
ノ

ウ
ハ
ウ
等
を
持
ち
寄
る
こ
と
で
達
成
し
よ
う

と
し
て
い
る
点
で
は
共
通
し
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽
い

N
P
O
同
士
の
連
携
は
と
も
か
く
、
予
算

や
事
業
計
画
に
縛
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
行

政
あ
る
い
は
地
縁
団
体
と
N
P
O
と
の
協 

働
は
、
意
思
決
定
の
仕
組
み
や
ス
ピ
ー
ド

が
異
な
る
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
耗
し

ま
す
。
文
化
の
違
い
と
い
っ
て
し
ま
え
ば

そ
れ
ま
で
で
す
が
、
一
歩
一
歩
、
溝
を
埋

め
て
い
く
し
か
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

    

　
で
は
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
団
体
の
協

働
の
取
り
組
み
が
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
て

い
く
の
か
、
協
働
の
プ
ロ
セ
ス
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

          

①
　
協
働
が
必
要
と
感
じ
る 

　
協
働
の
ス
タ
ー
ト
は
、
地
域
で
活
動
を

重
ね
る
な
か
で「
こ
の
課
題
を
解
決
で
き
な

い
か
」、「
こ
の
企
画
を
実
現
さ
せ
た
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
、「
他
の
団
体
と
一
緒
に
取

り
組
も
う
」
と
仲
間
を
募
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
ぶ
こ

と
で
、
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
相
手
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
呼

び
か
け
の
前
に
、
団
体
内
で
の
合
意
形
成

と
協
働
の
土
壌
づ
く
り
が
大
切
で
す
。 

 

②
　
協
働
を
呼
び
か
け
る 

　
協
働
を
し
た
い
相
手
を
探
索
し
ま
す
。 

パートナーシップ型協働 
　もともとコラボレーションとパートナーシップは別の言葉ですが、日
本語ではどちらも新しい造語である「協働」と訳されるので、読者が
混乱する場合があります。パートナーシップとは、本来、同格であるべ
き個人と個人、団体と団体の間の対等の協力関係を指します。たと
えば夫婦や共同経営者の間の互恵平等の関係がそれで、競争して
いた企業と企業の間にもパートナーシップが結ばれることもあります。 
　行政は、これまで「公」を担う組織として民間の上に立つものと考
えられ、企業や地域団体と対等の関係を結ぶ意識に欠けていました。
しかし、最近、行政と民間団体との関係が見直され、権力によらない
パートナーシップのあり方が模索されています。本稿で紹介した事例
の多くはパートナーシップ型で、ひょうごボランタリープラザが力を入
れているコラボレーション型協働はまだ事例が少ないのが実情です。 

コラボレーション 2



特　　　集 特　　　集 特　　　集 地域で広がるボランタリー活動団体の協働推進に向けて 地域で広がるボランタリー活動団体の協働推進に向けて 

3
 

コ
ラ
ボ
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
の
も
い
い
方

法
で
あ
り
、
機
関
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
し
て
活
動
状
況
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

を
瀬
踏
み
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
情
報
発
信
に
熱
心
で
な
い
か
ら
と

い
っ
て
候
補
か
ら
外
す
の
は
早
す
ぎ
ま
す
が
、

相
手
が
協
働
に
積
極
的
か
ど
う
か
判
断
す

る
材
料
に
な
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
、
新
聞

の
ス
ク
ラ
ッ
プ
や
活
動
記
録
な
ど
を
整
理

し
て
お
く
と
役
に
立
つ
で
し
ょ
う
。 

 

③
　
出
会
い（
不
確
定
　
↓
　
確
定
） 

　
呼
び
か
け
に
賛
同
す
る
、
ま
た
は
関
心
が

あ
る
相
手
と
話
し
合
い
を
始
め
ま
す
。
こ
の

と
き
、
協
働
を
確
定
し
て
し
ま
う
の
で
は
な

く
、
協
働
の
可
能
性
を
探
る
た
め
の
柔
軟
な

場
の
設
定
が
必
要
で
す
。
自
ら
の
思
い
を
伝

え
た
う
え
で
、
相
手
の
思
い
を
聞
き
、
違
い

を
認
め
合
っ
た
上
で
、
協
働
に
よ
り
ど
こ
ま 

で
規
模
の
経
済
、
範
囲
の
経
済
、
さ
ら
に
連

結
の
経
済
が
実
現
で
き
る
か
検
討
し
ま
す
。 

 

④
　
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の 

　
　
プ
ラ
ン
づ
く
り
・
ル
ー
ル
づ
く
り 

　
協
働
の
合
意
が
で
き
た
ら
、
つ
ぎ
は
実

践
プ
ラ
ン
の
策
定
で
す
。
こ
こ
で
、
具
体

的
な
お
互
い
の
動
き
か
た
や
役
割
分
担
等

を
明
文
化
し
て
お
く
と
、
常
に
活
動
の
方

向
性
を
確
認
で
き
る
と
と
も
に
、
お
互
い

の
メ
ン
バ
ー
が
共
通
の
認
識
を
持
ち
や
す

く
な
り
ま
す
。 

 

⑤
　
協
働
事
業
の
運
営 

　
協
働
の
仕
組
み
が
で
き
た
ら
、
実
際
に

連
携
・
協
力
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
事
務

局
と
し
て
の
業
務
や
日
常
の
運
営
の
た
め

の
仕
事
が
発
生
し
ま
す
。
協
働
す
る
参
加

者
の
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
役
割
を
担
う
か
、 

話
し
合
い
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

成
功
し
た
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
団
体
に
は
、
必

ず
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
が
い
ま
す
。
逆
必
ず

し
も
真
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
協
働
事
業

の
場
合
も
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
が
重
要
で
す
。 

 

⑥
　
点
検
評
価
と
見
直
し 

　
協
働
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
に
は
、

事
業
の
途
中
段
階
に
お
け
る
点
検
評
価
が

必
要
で
す
。
お
互
い
が
現
状
や
課
題
を
再

認
識
し
、
当
初
の
計
画
か
ら
乖
離
し
て
い

れ
ば
、
時
期
や
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
見

直
し
ま
す
。
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
目

的
で
は
な
く
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ど
れ
だ
け

達
成
で
き
る
か
が
問
題
で
す
。 

 

⑦
　
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ 

　
企
業
間
の
協
働
は
、
収
益
と
い
う
共
通

の
物
指
し
が
あ
る
の
で
評
価
は
簡
単
で
す
が
、

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
団
体
の
場
合
は
成
果
を
計

る
物
指
し
が
な
く
、
ど
ち
ら
が
利
益
を
得

て
い
る
か
判
定
が
困
難
で
す
。
こ
の
た
め
、

定
期
的
に
関
係
を
見
直
す
仕
組
み
を
作
っ

て
お
く
こ
と
も
有
効
で
し
ょ
う
。 

    

　
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
団
体
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た

の
で
、
よ
く
い
え
ば
理
想
主
義
、
悪
く
言

え
ば
一
匹
狼
的
な
性
格
が
あ
る
の
は
否
定 

で
き
ま
せ
ん
。
古
い
団
体
が
分
裂
し
て
新

し
い
団
体
が
生
ま
れ
た
り
、
夢
い
っ
ぱ
い

の
協
働
事
業
が
あ
え
な
く
頓
挫
し
た
り
す

る
例
も
よ
く
見
受
け
ま
す
。
ま
た
、
活
動

が
狭
い
サ
ー
ク
ル
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
、

せ
っ
か
く
伸
び
る
要
素
を
持
ち
な
が
ら
協

働
の
相
手
先
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
そ
の
た
め
、
協
働
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
く
に
当
た
っ
て
は
、
第
三
者
的
な

立
場
か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
形
成
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
支
援
の

内
容
は
、
協
働
に
関
す
る
相
談
か
ら
、
協

働
相
手
と
の「
出
会
い
づ
く
り
」に
向
け
た
ノ

ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
、
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル
の

提
供
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
第
三
者

的
な
立
場
か
ら「
出
会
い
の
場
」
を
提
供
し
た

り
、
そ
の
場
で「
思
い
を
自
由
に
出
せ
る
雰
囲

気
づ
く
り
」「
違
い
を
認
め
る
寛
容
さ
」「
柔
軟

な
場
の
運
営
」「
合
意
形
成
づ
く
り
」
を
行
う

よ
う
な
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
も
重

要
な
機
能
と
い
え
ま
す
。
具
体
的
な
協
働

事
業
運
営
に
つ
い
て
も
、
参
加
団
体
の
関

係
性
や
役
割
分
担
に
つ
い
て
相
談
を
受
け

た
り
、
必
要
な
資
金
の
確
保
に
応
援
す
る

な
ど
、
事
業
の
継
続
的
な
取
り
組
み
を
支

援
す
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。 

　
兵
庫
県
内
で
も
、
こ
う
し
た
地
域
活
動

支
援
拠
点
が
い
く
つ
も
発
足
し
て
い
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
で
は
、
各
市
町
で
協
働
支
援
を

実
践
し
て
い
る
地
域
活
動
支
援
拠
点
の
取

り
組
み
と
、
そ
の
特
色
を
紹
介
し
ま
す
。 
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各地のボランタリー活動団体にとって身近な存在である生協や社協ボランティアセンター等活動支援拠
点の、協働を推進する上での取り組みや視点、メッセージをご紹介します。 

市町域での支援拠点の協働支援に向けた取り組み 
～「協働」のプロデュースに向けて～ 

「夢のあいのり」「井戸端会議」 
方式による協働推進！ 

■三木市ボランティアセンター 
　所　長 稲見　秀行さん 
　ボランティアコーディネーター 坂本　幸枝さん 

「支援ミッションの明確化」により、 
夢を共有しやすい支援体制に 
 ■生活協同組合コープこうべ　　　 

　生活文化・福祉部　統括部長 　山添　令子さん 

●　黒子になりきる 
　住民の自主性・主体性を基本とするならば、ボラン
ティアセンターは常に黒子に徹して主催者である市
民活動を表に出し盛り上げることこそ私達の役目で
あると考えます。そして、この関わりが多くの市民に
ボランティアセンターの役割の重要性を認識してい
ただける機会だと思います。 
 
●　ひとりの意見、思い、夢にあいのりを 
　「地域に障害者クラブを…」や「エコマネーを自治
会で取り組みたい」などの市民の前向きな思いや夢に、
ボランティアセンターは「あいのり」してきました。また、
行政からの「チャイルドシートのリサイクル運動を市
民と協働で…」という夢企画もプロデュースしてきま
した。しかし、呼びかけにおいては“みんなで話し合い
ませんか！”という井戸端会議方式で始めるようにして
います。できあがった夢企画への賛同者を募るので
はなく、まず同じ思いの共感者を募るのです。 
 
●　多くの共感者と地域の賛同も 
　「障害者のスポーツディ」が継続的に開催されるよ
うになりました。このプロジェクトは、１年半の「井戸
端会議」を経てスタート。このスポーツディの特徴は、
兵庫県が推進する「地域スポーツクラブ21」の定例
事業として最終的に実施されることになったことです。
ボランティアと当事者のみの事業になりがちな活動が、
地域を巻き込んだ企画へと発展し、さまざまなイベ
ントにおいても障害者が参加できる体制づくりのた
めの考え方が芽生えてきています。 
 
＜ボランタリー活動者へのメッセージ＞ 
“ボランティアセンターは活用するところ” 
　ボランティアセンターの存在を活かすのは「皆さ
んがどのように活用するか」がポイントであり、ま
た、活用しやすい環境にするのも市民の皆さんの
力にかかっています。なぜなら、限られた人数の
ボランティアコーディネーターの発想を超えるの
が多くの市民のひらめきだからです。 

●コープボランティアサークルと社協、NPOを結ぶ 
　コープこうべでは、震災後、県下8か所に福祉・
ボランティアセンターを立ち上げ、福祉活動を中
心に活動をサポートしてきました。 
　このセンターが関わって、コープのボランティ
アサークルと、地域の活動グループや社協とのイ
ベント共催や相互参加などの取り組みをしています。
また宝塚では、一歩進めて「ふれあいサロン」学
習会を共催し、コープ版、社協版それぞれの「サ
ロン」を立ち上げてきました。姫路では、コープ
のサロン参加者や有償の家事援助活動「コープく
らしの助け合いの会」の利用者と、地元ＮＰＯの
移送サービスを結ぶなどの役割も日常的に担って
います。 
 
●自主自発の活動を総合的に支援する拠点
としてセンターを再編！ 

　今年の4月、このセンターを食生活や子育て、
環境などの分野も含めたくらしに関する組合員の
自主自発の活動を、総合的に支援する「コープ活
動サポートセンター」に再編。「参加のきっかけを
提供し、一人ひとりの向上と思いを形にする喜び
を分かち合い、自立した市民として成長すること
によってくらしが向上し地域が変わること」をめ
ざします。 
 
＜ボランタリー活動団体へのメッセージ＞ 
　歩みはじめたばかりですが、これからはコープ
の活動や事業をつなぐだけでなく地域との連携・
協働がますます必要です。協働にはまず相互理解
が大切。「互いのよさを認め合い、協働すること
によって新たな価値を生み出そう」という気持ち
で進みたいと考えています。 
 
 



特　　　集 

〒650-0022 神戸市中央区元町通六―七―九 秋毎ビル3F 
TEL 078－367－3336　FAX 078－367－3337 
URL http：//www.kobekec.net/

～総合的な支援機能をもつ民設民営の市民活動センター～ ～総合的な支援機能をもつ民設民営の市民活動センター～ 

　このコーナーでは、県内の中間支援組織の取り組みを、設立の背景や支援対象に焦点をあててご紹介します。
今回は、NPOを総合的に支援している「市民活動センター神戸」を取材しました。 

市民活動センター神戸の事務所の様子 

特定非営利活動法人 市民活動センター神戸 

   

　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
神
戸（
以
下
、K
E
C
）

の
前
身
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
き
た
一

九
九
五
年
一
月
に
、
震
災
に
関
る
記
録
等
の
保

管
や
公
開
を
目
的
と
し
て
設
立
し
た「
震
災
・
活

動
記
録
室
」で
す
。 

　「
震
災
・
活
動
記
録
室
」で
は
、
震
災
後
数
年
間
、

被
災
者
へ
の
直
接
的
な
支
援
で
は
な
く
、
被
災

地
に
お
け
る
情
報
収
集
や
生
活
に
密
着
し
た
マ

ッ
プ
を
作
成
す
る
等
、
間
接
的
に
支
援
を
し
て

い
ま
し
た
。「
こ
の
経
験
を
通
し
て
、支
援
の
現
場

か
ら
半
歩
下
が
っ
た
立
場
で
の
支
援
活
動
の
重
要

性
を
意
識
し
始
め
た
」
と
、
記
録
室
の
立
ち
上
げ

か
ら
関
わ
り
続
け
る
理
事
長
の
実
吉
威
氏
は
語

り
ま
す
。 

　
そ
し
て
一
九
九
九
年
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

主
体
性
と
可
能
性
、
そ
し
て
自
ら
未
来
を
切
り

開
い
て
い
く
力
へ
の
信
頼
を
基
本
と
し
た
い
と

い
う
思
い
を
込
め
、
現
在
の「
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
神
戸
　K

obe Em
pow
erm
ent C

enter

（
K
E
C
）」

に
名
称
を
変
え
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。 

　
英
文
名「
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
」の
と
お
り
、

K
E
C
は
、
「
価
値
や
考
え
方
の
多
様
性
が
保
障

さ
れ
る
望
ま
し
い
社
会
を
求
め
、市
民
自
身
が
自

発
的
に
課
題
を
発
見
し
、解
決
す
る
た
め
の
組
織

の
発
展
の
支
援
」を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
ま
す
。

K
E
C
で
は
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達
成
す
る
た

め
に
、
N
P
O
を
対
象
と
し
て
相
談
・
支
援
や

情
報
提
供
、
講
師
派
遣
及
び
研
修
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
、
調
査
・
政
策
提
言
等
と
い
っ
た
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。 

    

　
K
E
C
の
事
業
展
開
の
特
徴
は
、
見
か
け
だ

け
の
成
果
を
追
わ
ず
、
あ
く
ま
で
長
期
的
に
そ

れ
ぞ
れ
の
N
P
O
が「
元
気
に
な
る
」
こ
と
を
基

本
に
、
前
述
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
自
然
と
、「
起
業
す
る
N
P
O
の
み
」「
す

で
に
活
動
し
て
い
る
N
P
O
の
み
」と
い
う
対
象
限

定
を
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
プ
ロ
セ
ス
に
沿

っ
た
支
援
を
総
合
的
に
展
開
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
N
P
O
の
基

礎
体
力
づ
く
り
を
支
援
し
、
最
終
的
に
N
P
O

が
自
立
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
し
、
K
E
C
が
め
ざ
す
社
会
に
近
づ
け
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。 

　
加
え
て
、
K
E
C
は
分
野
を
越
え
た
N
P
O

の
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
「
ひ
ょ
う
ご
市

民
活
動
協
議
会（
　
H
Y
O
G
O
N
）」の
構
成
団
体

と
し
て
事
務
局
を
務
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

N
P
O
の
広
報
コ
ン
テ
ス
ト「
H
Y
O
G
O
N
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
祭
」
や
若
手
N
P
O
ス
タ
ッ
フ
の

学
習
会
「
H
Y
O
G
O
N
ユ
ー
ス
」
、
N
P
O
の

I
T
基
盤
整
備
を
行
う
「
H
Y
O
G
O
N
テ
ッ
ク
」

な
ど
、
N
P
O
の
た
め
の
基
盤
整
備
に
関
わ
る

活
動
を
、
会
員
団
体
と
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
自
由

に
提
案
す
る『
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
』
を
通
じ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

    

　
K
E
C
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
極
め
て
総
合
的
か

つ
複
合
的
で
あ
る
た
め
、
支
援
す
る
対
象
の
絞

り
込
み
と
支
援
手
法
の
開
発

が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
ま
た
、

活
動
が
ど
う
し
て
も
間
接
的
、

抽
象
的
で
あ
る
た
め
、
行
っ

て
い
る
活
動
の
必
要
性
や
意

義
を
市
民
に
ど
う
伝
え
、
共
感
・

理
解
を
得
る
か
と
い
う
問
題

も
あ
り
ま
す
。 

　
「
抱
え
る
課
題
は
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、私
た
ち
も
、一

N
P
O
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
た
い
」
と
実
吉
威
氏
は
語

っ
て
い
ま
す
。 

い
ち 
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山
田
病
院
　
　
山
田
　
順
常
　
院
長 
 Q

 
Q
 

A
 

”姫
路
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
“の
活
動
に
協
力
し
て
い
る
産

婦
人
科
”山
田
病
院
“の
山
田
順
常

院
長
に
、ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
団
体
と
の

連
携
に
つ
い
て
、お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
 

 

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
連
携

の
取
組
み
が
生
ま
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
？
 

 

山
田
病
院
で
は
”姫
路
こ
こ

ろ
の
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
“と

連
携
す
る
以
前
か
ら
、
多
く
の
母

親
が
子
育
て
不
安
を
訴
え
る
の
で
、

入
院
中
か
ら
育
児
不
安
を
聞
く
会

を
開
い
た
り
、
退
院
後
は
、
一
週

間
・
一
ヶ
月
健
診
、
育
児
サ
ロ
ン

（
生
後
三
ヶ
月
・
七
ヶ
月
）や
「
一

歳
の
お
誕
生
会
」
な
ど
退
院
後
の

母
親
の
育
児
サ
ポ
ー
ト
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
同
じ

思
い
を
持
つ
”姫
路
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
“に
出
会
い
、

一
歳
以
後
の
育
児
不
安
に
対
す
る

連
携
が
始
ま
り
ま
し
た
。
 

 

連
携
の
取
り
組
み
を
通
じ
、

変
化
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？
 

 

育
児
に
関
す
る
問
題
は
以

前
か
ら
私
も
気
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、現
在
は
こ
の
子
育
て

支
援
の
活
動
へ
の
参
加
を
勧
め
る
こ
と

が
で
き
、退
院
後
も
母
親
や
ご
家
族
と

の
関
係
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、子
育
て
の
大
切
さ
を
実
感
し

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
は
、当
院
の
看

護
師
の
子
ど
も
で
、病
気
で
の
長
期
の

休
み
が
き
っ
か
け
で
、そ
の
後
い
じ
め
に

あ
い
不
登
校
に
な
っ
た
子
ど
も
が
い
ま

し
た
。「
わ
く
わ
く
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
」

に
そ
の
親
子
が
一
緒
に
参
加
し
、木
工
ク

ラ
フ
ト
等
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で

親
子
の
つ
な
が
り
を
強
め
、そ
の
子
は

学
校
に
登
校
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
看
護
師
な
ど
忙
し
い
親
が
多
く
な

り
親
子
の
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る

昨
今
で
す
が
、改
め
て
親
子
関
係
の
大

切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
 

 

こ
れ
か
ら
の
“姫
路
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
”と
の
連
携
に

つ
い
て
 

 

私
は
父
親
の
育
児
参
加
に
注
目

し
て
い
ま
す
。
”姫
路
こ
こ
ろ

の
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
“と
連
携
し
、「
母

親
と
と
も
に
父
親
が
育
児
に
取
り
組
む
」

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
に
大
き
な
悩
み

を
抱
え
て
い
る
の
は
こ
の
よ
う
な
場
に

参
加
で
き
な
い
人
た
ち
で
す
。
妊
婦
が

必
ず
訪
れ
る
産
婦
人
科
病
院
が
子
育
て

情
報
の
発
信
元
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

Q
 

 

A
 

A
 

Vol.7　「子育てひろばが産婦人科と手をつないだら？」 
 姫路こころのケアネットワーク 

●震災仮設住宅でのこころのケアから始まった活動 
　“姫路こころのケアネットワーク”は、阪神･淡路大震
災後の姫路の仮設住宅で被災者のこころのケアに関わる
活動に取り組んできました。現在は、被災者支援の活動
から、子育ての支援に活動をシフトしています。そのき
っかけは代表の岸岡さんが民生児童委員として地域の子
育て事情を見たことや仮設住宅の活動でも虐待や子育て
不安の課題に直面したからで、今回紹介する産婦人科と
の出会いも活動のきっかけとなっていると語っています。 
 
●産婦人科だから安心 みんなが参加しやすい 
　「わくわく子育てセミナー」 

　4年前から子育て支
援に取り組み、その活
動をはじめた場所が龍
野市内にある産婦人科
“山田病院”です。こ
こで「わくわく子育て
セミナー」として、子
育て支援に興味のある
人へ向けたセミナーが
始まりました。産婦人

科で開かれるセミナーということで、参加者も安心して
参加でき、また、院内で活動している臍帯血運搬ボラン
ティア“グループエンゼル”や保育士を目指す新宮高校
の生徒、病院の看護師も活動に加わるなど、支援者の輪
も広がっています。そして、子育ての先輩である他団体
のボランティアや、これから親として、専門職として子
育てを担う学生が、自然と子育てを通して世代間交流が
できています。また、参加者も看護師に健康面の相談を
できるなど、さまざまな立場の人が連携することで活動
が盛り上がっています。 
 
●連携のコツは活動への信頼とフットワークのよさ 
　“姫路こころのケアネットワーク”は、様々な協力者と
手をつなぎ活動を展開しています。このように支援者の
輪を拡大するには、「自分たちの活動を発信したり、協力
ボランティアとの絆を大切にすることと、フットワーク
のよさが必要です」と岸岡さんは語ります。「協力してい
ただけるか？」と考え込む前にまず相手にあたってみる。
このフットワークのよさは、震災時の活動を通じて培わ
れたもので、何度も繰り返し積み上げた経験が、今のよ
うな幅広い人々を巻き込むことのできる活動に結びつい
ているのではないでしょうか。 

託児スペースも兼ねて、参加者は気がね
なくセミナーに参加できます。 
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団体の情報について 
(特活) 兵庫県難聴者福祉協会 
www.hyogo-vplaza.jp/event/group_detail.php?ID=981

 
中途失聴・難聴者はコミュニケーションが難しく引きこもり
がちですが、要約筆記者の支援で社会参加が出来ます。 
要約筆記に興味を持たれた方はお問い合わせください。 

地域づくり活動情報システム（コラボネット）とは・・・ 
　県内の「地域づくり活動」に関する情報を、インターネットを通じて広く発信し、情報の共
有化、さらには団体相互の連携、交流のきっかけづくりを支援することを目的とした情報シ
ステムです。コラボネットを利用して情報発信を希望される方はプラザまでお問い合わせ
下さい。　 info@hyogo-vplaza.jp(コラボネット専用） 

パソコン要筆記者養成事業 

www.hyogo-vplaza.jp

　兵庫県では、暮らしやすい地域を目指したり、地域の課題の解決に取り組む団体やグループが行う様々な活動を「地域づくり
活動」として位置付けています。 
　ひょうごボランタリープラザでは、皆さんの取り組まれている様々な「地域づくり活動」情報をホームページ(コラボネット)から
発信しています。そのような情報の中から「参画と協働」に向けて取り組みを進めている情報をご紹介します。 
ご紹介する内容以外にも多くの素晴しい活動情報を発信中ですので一度ご覧頂き、皆さんの活動の推進に活かしてみてはい
かがでしょう。あなたも「参画と協働」に向けた新しい一歩を、ともに踏み出しませんか？ 
 
 

　人生の途中で病気や事故また加齢と共に耳が聞こえない聞こえにくくなった中途失聴・難聴
者が増加している中で、その社会参加の促進のための情報保障手段として要約筆記者の養成
は、不可欠です。 
　特に、2006年の「のじぎく兵庫国体」、その後に開催される「第６回全国障害者スポーツ大会
（のじぎく兵庫大会）」に向けて、パソコンによる要約筆記者の養成を行い、その環境整備を図
るために兵庫県と協働しながら事業を進めているところです。 

 

　
こ
れ
ま
で
、
県
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
全
体

像
を
知
る
適
切
な
統
計
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ

ー
プ
ラ
ザ
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
閲
覧
の

た
め
に
公
表
し
て
い
る
事
業
報
告
書
等
を

も
と
に
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
白
書
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
興
味
深
い
部
分

を
逐
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

　
第
１
回
目
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
規
模
」
に
注
目

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
営
利
企
業
で

は
、
活
動
の
大
き
さ
を
示
す
指
標
と
し
て

資
本
金
、
従
業
員
数
、
売
上
額
等
が
用
い

ら
れ
ま
す
が
、
統
一
的
な
定
義
や
活
動
分

類
が
未
整
備
な
特
定
非
営
利
活
動
法
人
で

は
利
用
で
き
る
指
標
が
乏
し
く
、
ま
た
仕

訳
が
ま
ち
ま
ち
で
比
較
が
困
難
で
す
。 

　
も
っ
と
も
、
志
を
同
じ
く
す
る
者
が
結

成
す
る
点
に
着
目
す
る
と
会
員
数
は
ひ
と

つ
の
指
標
に
な
り
ま
す
が
、
公
開
さ
れ
て

い
る
デ
ー
タ
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
会
費
収
入
か
ら
逆
算
し
て
推
計
し

て
み
ま
し
た
。 

　
最
新
の
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
平
成
14
年

度
末
で
み
て
み
ま
す
と
、
対
象
と
な
る
県

認
証
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
253
団
体
の
会
員
総
数
は

5,
3
3
2
人
で
、
う
ち
会
員
20
人
以
下

の
団
体
が
8
割
を
占
め
、
50
人
以
上
は

５
％
に
満
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

　
次
に
年
間
総
収
入
を
み
ま
す
と
、
総
額

で
31
億
円
、
１
団
体
平
均
1
千
2
百
万
円

で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
収
入
の
な
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
型
団
体
と
、
介
護
福
祉
系
・
中
間

支
援
系
な
ど
事
業
型
団
体
と
の
格
差
が
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ほ
ぼ
半
数
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
は
５
百
万
円
未
満（
う
ち
半
数
は
百

万
円
未
満
）で
す
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て

自
立
で
き
る
最
低
限
と
い
わ
れ
る
１
千
万

円
を
72
団
体
が
超
え
、
う
ち
３
団
体
は
１

億
円
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。 

■100万円未満 

■100万円～500万円未満 

■500万円～1,000万円未満 

■1,000万円～ 
3,000万円未満 

■3,000万円～ 
5,000万円未満 

■5,000万円以上 

■64団体 ■64団体 

■53団体 ■53団体 

■41団体 ■41団体 

■19団体 
■12団体 

■75団体 ■75団体 

会計規模別団体数 

ひょうごの「地域づくり活動」 
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交流サロンで、皆さんの 
活動を紹介してみませんか？  
～情報紙やパンフレット 

送付のお願い～ 
 
　ひょうごボランタリープラザ
の交流サロンでは、「情報ボック
スコーナー」を設け、団体ごと
に紹介パンフレットや定期的に
発行される広報誌等を収めてい
ます。みなさんの活動に興味を
もった人がボックスを見て、活
動者・支援者の拡大や協働のき
っかけとなるかもしれません。
あなたの団体のボックスも作っ
てみませんか？プラザに情報誌
等を郵送・ご持参いただいてい
る団体はボックスを設置してお
りますので、左記まで情報誌や
団体紹介パンフレットをお送り
下さい。 

 

　新年度に入り、ひょうごボランタリープラザの役職員も顔ぶれが一新し
ています。 
　平成16年度の職員体制を紹介します。 

ひょうごボランタリープラザ 平成16年度 事業計画 　 
　平成16年度にひょうごボランタリープラザが実施する主な事業を紹介します。 

 

 
 

交流・  
ネットワーク  
  
  
  
情報提供・ 相談 
 
  
  
 

人材養成 
  
  
  
  
  
  
  
 活動資金支援 
  
  
  

 
調査研究 
  
 

事業内容 
ひょうごボランタリー・スクエア21の開催  
NPOと行政の協働会議の開催  
社協・生協協働促進事業の推進  
ボランティア・市民活動災害共済の運営  
交流サロンの運営  

情報ネットワークシステムの運営/地域づくり活動登録  
 
ボランティア情報紙「コラボレーション｣の編集・発行  
NPO専門相談の実施  
プログラムオフィサーの運営  
NPO大学の開催  
シニアボランティア育成支援事業の実施  
ボランティアコーディネーター研修の実施  
ボランティアコーディネートハンドブックの発行  
ボランティア・福祉学習推進モデル事業の実施  
ボランティア・福祉学習を進める集いの開催  
ひょうごボランタリー基金助成  
 
行政・NPO協働事業助成 

NPOパワーアップ事業助成  
震災復興ボランティア活動助成  
NPO応援貸付の実施  
地域中間支援組織づくり事業助成  
県民ボランタリー活動実態調査の実施  
市民活動の基盤強化に関する調査・研究  
市町域でのボランタリー活動推進方策に関する調査・研究  
ボランティアセンター現況調査の実施  

担当者 
高橋 
岩根 
蓮本 
山口 
高橋 
河端  
加納 
荒木 
岩根 
永安 
岩根 
高橋 
蓮本 
蓮本 
荒木 
荒木 
石野 
山口 
永安 
石野 
鬼城 
鬼城 
鬼城 
蓮本 
山口 
荒木 
高橋 

「交流サロンの情報ボックスコーナー」へ 
あなたの団体のボックスをつくりませんか？ 

1年次 
2.3年次 

編 集後  
　 
 
 

新年度となり、プラザでも新たな顔
ぶれで新たな事業へ取りくんでいます。
この情報紙「コラボレーション」でも、
今年は1年通して、「コラボレーショ
ン＝協働」についての特集を組み、
さまざまな切り口から捉え、紹介し
ていく予定です。各地・各団体での
実践的な協働の取り組みにつながる
ような情報を発信していきたいと思
います！（A） 

役職 氏名 役職 氏名 

所長 小森　星児 
事務局長 白桃　　繁（転入） 
次長 東　陽次郎 
事業部 副部長 岩根　　登（転入） 
事業部 主事 蓮本　浩介（転入） 
　　　   同 荒木　千晴 
　　　   同 高橋　操実 
　　　   同 北川　　聡（新採） 
　　　常勤嘱託 河端　　篤 
　　　   同 加納　慎也 

活動支援部 主任 永安　雅実 
　　　　　主事 山口真由美 
　　　　　同 鬼城　良一 
　　　　常勤嘱託 石野かおり 
活動支援員 和田　真季（新採） 
活動支援員 戒田　達夫（新採） 
活動支援員 谷口　桂子（新採） 
 

（転出者） 
前 事務局長 鬼頭　哲也（兵庫県 阪神・淡路大震災復興本部総括部 生活復興課へ） 
前 事業部 副部長 馬場　正一（兵庫県社協 地域福祉部へ） 
前 事業部 主任 菅原　淳仁（兵庫県 産業労働部 商工労働局 能力開発課 計画係へ） 
前 事業部 主事 萩尾　　哲（兵庫県社協 総務企画部へ） 
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